










































































































































































P 4 5 0アイソザイムである
CYP2E1（一種の解毒酵素）により、
多量の活性酸素を産生するため、
肝細胞が障害されやすいといわ
れています。したがって、飲酒によ
りMEOS系が活発になるのは危
険な徴候であり、飲酒量が増えたら
節酒しMEOSを抑制するようにし
ましょう。 
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滋賀医科大学附属病院TOPICSは、患者さんに役立つ保健医療情報の提供を目的として発刊されています。 
¡患者さん本位の医療を実践します。 
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。 
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。 
¡地域に密着した大学病院を目指します。 
¡世界に通用する医療人を育成します。 
¡健全な病院経営を目指します。 
滋賀医科大学医学部附属病院では  よりよい医療の実践に向けて-
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Q6.二日酔いはどうしておこるのですか？ 
　二日酔いの時にみられる頭痛、
倦怠感、脱力感、食欲低下などの
症状は、アセトアルデヒドやその
酸化物の毒性、アルコールそのも
のの脱水作用、エネルギ ・ービタ
ミン・ミネラル不足、体液の酸性
化などにより複合的に引き起こさ
れます。 
　二日酔いには、水分と糖質中心
のエネルギー補給をお粥などで
摂り、アルコール分解に消費した
ビタミンB1や尿と一緒に体の外
へ出てしまったカルシウム・マグ
ネシウム・亜鉛なども併せて補う
ことが大切です。 
　漢方薬の五苓散は、体内の偏っ
た水分バランスを是正し、二日酔
いの予防と治療に有効であるとい
われていますが、服用に際しては
必ず医師の診察を受け指示にした
がってください。 
Q7.アルコール性肝障害の予防と治療は？ 
　原因がアルコール摂取にある
のですから、予防は第一に「節酒」
であり、すでに肝障害が認められ
る場合は、何をおいても「禁酒」が
必要になります。常習飲酒家は、
食事の量も不足しバランスも悪い
ひとが多く、医師や栄養士から適
切な食事指導を受けることが望ま
しいと考えます。 
　また、アルコールは、他の薬の
作用を亢進させたり低下させたり
します。健康食品・漢方薬といえ
ども、過剰飲酒下では、思わぬ副
作用が出現することがありますので、
医師と相談のうえ服用するように
しましょう。 
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